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今年は僕たちの年だぬん…ワン！
皆さんにとってステキな年になり
ますように
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わが家のすこやかちゃん

ちいさなこころではぐくむ人権14
世界遺産でなかまになろう

新年のごあいさつ

谷
たにぐち

口 正
ま さ ひ ろ

博さん（深坂二丁目・56歳）

音楽の力であふれる笑顔
　５人組のフォークグループ「向

ひ ま わ り

日葵」とし
て、老人ホームや介護施設などでボランテ
ィアの演奏活動を行っています。６年前に
グループを結成して以来、毎年さまざまな
場所で演奏をしてきました。
　演奏する曲は「上を向いて歩こう」や「真
赤な太陽」「また逢う日まで」など、年配者
がリズムに乗って口ずさめるものにしてい
ます。昔懐かしい曲にすることで、誰もが
楽しめるように配慮しています。
　これまで活動をしてきて、心に強く残っ
ているのは、涙を流して喜んでくれた人が
いたこと。そして、話したり笑ったりするこ
とがなくなっていた人が、私たちの演奏を
きっかけに明るくなったと聞いたことです。
これからも、音楽で人を元気にして、喜ん
でくれた人の笑顔からエネルギーをもらい
ながら活動を続けていきたいです。
　そして、目標は市内の人をハーモニーホ
ールに集めて演奏し、音楽の力で楽しい時
間を過ごしてもらうことです。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
間
市
長
の
福
田
健
次
で
す
。

　

昨
年
６
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以

来
、
怒
涛
の
よ
う
な
日
々
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、「
何
の
た
め
に
市
長
を
や

る
か
」
と
い
う
自
問
自
答
を
繰
り
返

す
毎
日
で
し
た
が
、
た
ど
り
着
い
た

言
葉
は
「
滅
私
奉
公
」。
こ
れ
は
、
私

利
私
欲
を
な
く
し
て
、
市
の
た
め
、

市
民
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
尽
く
す

と
い
う
こ
と
で
す
。
中
間
市
の
魅
力

を
確
信
し
、
そ
の
伝
え
き
れ
て
い
な

い
魅
力
を
発
信
で
き
る
の
は
自
分
し

か
い
な
い
と
信
じ
、「
全
力
発
信
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
そ
の
魅
力
を
市
内
は

も
ち
ろ
ん
市
外
、
県
外
、
そ
し
て
国

外
に
ま
で
目
を
向
け
て
発
信
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

早
く
も
そ
の
成
果
が
表
れ
た

　

昨
年
は
、
市
の
観
光
事
業
の
根
幹

に
位
置
付
け
る
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の

全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
国
内
は
北
海

道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
、
加
え
て
海
外

か
ら
は
台
湾
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、

中
間
市
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
市
民
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
歓
迎
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
「
て
く
て

く
な
か
ま
る
し
ぇ
」
で
は
、
３
年
ぶ

り
に
打
ち
上
げ
花
火
を
行
う
な
ど
し
、

６
万
人
の
皆
様
に
中
間
市
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
取

り
も
直
さ
ず
、
中
間
市
に
魅
力
が
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
の
証
明

に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

年
が
明
け
、
今
年
の
目
標
は

　

４
３
、０
０
０
人
、
16
㎢
の
中
間

市
に
６
万
人
の
お
客
様
が
来
ら
れ
た
。

こ
れ
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
そ

し
て
文
化
や
歴
史
や
人
物
を
伝
え
て

い
け
る
よ
う
な
中
間
市
に
す
る
べ
く
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
発
信
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
中
間
市
が
市
制
を
施
行
し

て
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
人
で
言
え

ば
還
暦
を
迎
え
る
中
間
市
は
、
昭
和

33
年
11
月
の
市
制
施
行
以
来
、
炭
鉱

の
ま
ち
、
住
宅
都
市
と
し
て
歴
史
を

積
み
重
ね
、
今
ま
た
、
観
光
都
市
と

し
て
新
た
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
ん
な
歴
史
あ
る
中
間

市
に
は
、
中
間
市
に
長
く
住
ん
で
い

る
人
す
ら
も
気
付
い
て
い
な
い
魅
力

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
、
中

間
市
が
文
字
ど
お
り
日
本
の
「
ど
ま

ん
な
か
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

そ
し
て
人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
中
間
市
」
は
「
仲
間
の
ま
ち
」
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

仲
間
が
集
ま
る
中
間
市
に

　
仲
間
が
集
ま
る
中
間
を
目
指
し
て
、

皆
様
一
緒
に
中
間
市
を
盛
り
上
げ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん

の
人
に
中
間
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

中
間
市
民
が
総
出
で
出
迎
え
、
お
も

て
な
し
が
で
き
る
ま
ち
と
し
て
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
、

中
間
市
同
様
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り

多
き
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

中
間
市
長

謹　賀　新　年
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申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、必
ず
期
限
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
の
有
無
、
申
告
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

あ
な
た
は
確
定
申
告
？
そ
れ
と
も
市
県
民
税
申
告
？

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
の
は
、

次
の
よ
う
な
人
で
す

○
事
業（
営
業
・
農
業
）所
得
、
不
動
産
所
得
、

雑
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
り
、
所
得
の

合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
年
間
の
給
与
収
入
が
２
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

〇
給
与
所
得
が
あ
り
平
成
29
年
の
途
中
で
退
職

し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

○
給
与
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、
給
与
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人

○
２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
て
源
泉
所
得
税
の
精
算
が
済
ん
で
い
な

い
人

※
公
的
年
金
の
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
そ
の

他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人
は
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
医
療
費

控
除
の
追
加
な
ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

場
合
は
、
全
て
の
所
得
を
も
っ
て
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
の
は
、

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、中
間
市
に
居
住
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
で
す

○
事
業（
営
業
・
農
業
）所
得
、
不
動
産
所
得
、

譲
渡
所
得
が
あ
る
人
で
所
得
税
が
課
税
さ

れ
な
い
人

○
給
与
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、
給
与

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

○
公
的
年
金
の
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、
そ

の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

○
確
定
申
告
が
必
要
な
い
人
で
、
社
会
保
険

料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど

の
追
加
に
よ
り
市
県
民
税
の
所
得
割
額
ま

た
は
均
等
割
額
が
減
額
さ
れ
る
人

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人（
収
入

が
無
く
て
も
申
告
は
必
要
で
す
）

○
住
民
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
上
場
株

式
な
ど
の
配
当
所
得
ま
た
は
譲
渡
所
得
を

確
定
申
告
し
て
い
る
人
で
、
こ
れ
ら
の
所

得
を
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

に
適
用
し
な
い
人

※
確
定
申
告
を
し
た
人
や
、
給
与
収
入
の
み
の

人
で
勤
務
先
が
給
与
支
払
報
告
書
を
市
に
提

出
し
た
人
は
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

●
問
合
先

○
市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と
…
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

○
所
得
税
に
関
す
る
こ
と
…
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

対象 必要書類など

全員

①�マイナンバーカード、通知カード、マイナンバーが記載された住民票
の写しなど
②�本人確認書類（顔写真付きのものは1つで可。それ以外は2つ以上必要）
③�印鑑（朱肉を使うもの）
④�申告者名義の銀行口座（還付を受ける場合）

所
　
　
得

給与所得、年金所得 源泉徴収票（コピー不可）
※源泉徴収票の住所や氏名に変更があった場合は住民票の写しが必要です。

事業（営業・農業）所得、
不動産所得 収支内訳書、帳簿など

雑所得、一時所得 収入金額、必要経費がわかる書類

配当所得 支払通知書、特定口座年間取引報告書

控
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除

社会保険料控除

国民年金保険料控除証明書、国民健康保険税納税証明書、領収書、口座
振替納付済通知書など

※納税（納付）証明書を発送します
国民健康保険税納税証明書、介護保険料納付証明書、後期高齢者医療保険料
納付証明書（いずれも普通徴収分）を１月中旬に各世帯に発送します。社会
保険料控除を受けるための資料として利用してください。

生命保険料控除
控除証明書

地震保険料控除

医療費控除 医療費の明細書、医療費のお知らせ、領収書（医療費の明細書に記載している場合
は不要です）、高額療養費などの補填された金額がわかるもの、おむつ証明書など

障害者控除 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除対象
者認定書など

寄附金控除 寄附金の領収書など

確
定
申
告

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

申
告
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
場
合
は

「
一
定
の
取
組
」を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す

　

一
定
の
取
組
と
は
、
健
康
保
険
組
合
、
市

町
村
の
国
保
、
勤
務
先
が
実
施
す
る
健
康
診

査（
人
間
ド
ッ
ク
、
が
ん
検
診
、
定
期
健
康
診

断
な
ど
）や
予
防
接
種（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
な
ど
）な
ど
を

い
い
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
際
に
は
、
こ
の
一
定
の
取
組

を
行
っ
た
証
明
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
診
査
の
場
合
は
領
収
書
ま
た
は
結
果
通

知
書
、
予
防
接
種
の
場
合
は
領
収
書
の
添
付

ま
た
は
提
示
が
必
要
で
す
。

※
領
収
書
、
結
果
通
知
書
に
は
、「
保
険
者
名
」

ま
た
は
「
勤
務
先
名
」
の
記
載
が
必
要
で
す
。

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
ま
た
は
譲
渡
所
得

に
係
る
住
民
税
へ
の
課
税
の
選
択
が
で
き
ま
す

　

住
民
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
上
場
株

式
等
の
配
当
所
得
ま
た
は
譲
渡
所
得
が
あ
る

人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
み
を
申
告
し
、

市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税

な
ど
に
適
用
し
な
い
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
確
定
申
告
と
は

別
に
、
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

譲
渡
所
得
が
あ
る
人
ま
た
は
青
色
申
告
の
人

は
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
市
の
申
告

会
場
に
譲
渡
所
得
専
門
の
税
理
士
が
配
置
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
譲
渡
所

得（
土
地
や
建
物
を
売
却
し
た
も
の
）の
受
け

付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
で
の
青
色

申
告
特
別
控
除
の
審
査
が
困
難
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
青
色
申
告
の
受
け
付
け
も
で
き
ま

せ
ん
。

　

譲
渡
所
得
を
申
告
す
る
人
、
青
色
申
告
を

選
択
し
て
い
る
人
は
、
若
松
税
務
署
で
確
定

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
注
意
事
項

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
が
必
要
で
す

　
平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書
お
よ
び
市

県
民
税
申
告
書
に
は
本
人
、
扶
養
親
族
、
事
業

専
従
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

申
告
者
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
別
に
、
本
人
確
認
書

類
に
よ
る
身
元
確
認
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
下
の
表
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
識
別
番
号
が

必
要
で
す

　

市
の
申
告
会
場
で

は
、
３
月
15
日
受
け
付

け
分
を
除
き
、
電
子
申

告（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）を
使

っ
て
若
松
税
務
署
に
提

出
し
ま
す
。
電
子
申
告
で
提
出
す
る
た
め
に
は
、

事
前
に
税
務
署
長
が
発
行
す
る「
利
用
者
識
別
番

号
」が
必
要
で
す
。
利
用
者
識
別
番
号
は
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届

出
書
作
成
・
提
出
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
オ
ン
ラ

イ
ン
で
提
出
す
る
か
、「
電
子
申
告
・
納
税
等
開

始
届
出
書
」を
印
刷
し
、

書
面
で
若
松
税
務
署

に
提
出
し
て
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。
す
で
に
利

用
者
識
別
番
号
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
利
用
者

識
別
番
号
が
わ
か
る

書
類（
税
務
署
か
ら
送

付
さ
れ
た「
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ
」）を
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
者
識

別
番
号
は
申
告
会
場

で
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http//www.e-tax.nta.go.jp

医
療
費
の
明
細
書
、
収
支
内
訳
書
は
事
前
に

作
成
し
て
く
だ
さ
い

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
申
告
を
受
け

る
前
ま
で
に
医
療
費
を
自
分
で
集
計
し
、「
医
療

費
の
明
細
書
」
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、
申
告
を

受
け
る
前
ま
で
に
収
支
内
訳
書
を
自
分
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
の
申
告
が
で
き
る

日
は
税
理
士
の
受
付
日
で
す

　
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、
税

理
士
の
相
談
受
付
日
に
来
て
く
だ
さ
い
。
税
理
士

の
受
付
日
以
外
は
申
告
の
受
け
付
け
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

利
便
性
を
図
る
た
め
、
還
付
申
告

書
の
記
載
方
法
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
だ
け
の
人
は
、
若
松
税
務
署
に
直

接
提
出
す
る
か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は
還
付
申
告

セ
ン
タ
ー
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
期

間　
１
月
31
日
水
～
２
月
２

日
金

※
１
月
31
日
は
初
日
の
た
め
、
大
変
混

み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
時

間　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

※
２
月
２
日
は
14
時
ま
で
で
す
。

●
場

所　

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー（
遠
賀
町
大
字
広
渡
23
‐
６
）

●
対

象　
中
間
市
・
遠
賀
郡
在
住

で
次
に
当
て
は
ま
る
人

○
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
り

還
付
を
受
け
る
人
や
平
成
29
年
の
途

中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で

い
な
い
人

○
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

※
次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
還
付
申

告
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
。

○
事
業
を
営
む
人

○
生
命
保
険
な
ど
の
外
交
員
の
人

○
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

○
贈
与
税
の
申
告
や
不
動
産
、
株
式

な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

○
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が
あ

る
人

本人確認書類 本人確認書類の例

顔写真付のもの
（１つで可）

マイナンバーカード、運転免許
証、写真付社員証、写真付資格
証明書、パスポートなど

顔写真がないもの
（２つ以上必要）

健康保険証、住民票の写し、戸
籍謄本、印鑑登録証明書、税金
または公共料金の領収書など

２
月
７
日
水
～
３
月
15
日
木
ま
で
は

受
付
期
間
で
す
。
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若
松
税
務
署
で
の
申
告
受
け
付
け

　地域交流センター、ハピネスなかま、中間市役所で申告会場を開設します。できる限り住所が当て
はまる受付日に来てください。当てはまる受付日に都合が悪い人は別の日程でも受け付けます。
　また、確定申告会場は全て８時 30 分に開場します。施設管理上、開場時間までは建物内に入るこ
とができない場合がありますのでご了承ください。なお、市外在住の人は中間市の申告会場では受け
付けできません。住所地の申告会場を利用してください。

中間市での申告受付日程と会場
（受付時間はいずれも 8時 30 分～ 16 時です）

日付 曜日 住んでいる地区 税理士相談

会場：地域交流センター（大字垣生 660 番地１）

２月

７日水 土手ノ内一丁目、二丁目、三丁目

８日木 垣生町、上底井野、中底井野、下大隈、砂山 〇

９日金 中間一丁目、二丁目、三丁目、四丁目 〇

会場：ハピネスなかま（通谷一丁目 36ー 10）
※ハピネスなかまに車で来場する人は、生涯学習センターには駐車しないでください。

２月

13日火 通谷一丁目、二丁目、三丁目

14日水 通谷四丁目、五丁目、六丁目、星ヶ丘

15日木 桜台一丁目、二丁目、鍋山町、太賀一丁目

16日金 太賀二丁目、三丁目、四丁目

場所：市役所別館３階特別会議室（中間一丁目１ー１）

２月

19日月 岩瀬一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、岩瀬西町 〇

20日火 長津一丁目、二丁目、三丁目 〇

22日木 中鶴一丁目、二丁目、三丁目、四丁目

23日金 浄花町、蓮花寺一丁目、二丁目、三丁目

26日月 中央一丁目、二丁目 〇

27日火 中央三丁目、四丁目、五丁目

３月

１日木 七重町、深坂一丁目、二丁目 〇

２日金 大辻町、弥生一丁目、二丁目 〇

５日月 朝霧一丁目、二丁目、三丁目、四丁目 〇

６日火 小田ケ浦一丁目、二丁目、大根土 〇

８日木 扇ケ浦一丁目、二丁目 〇

９日金 扇ケ浦三丁目、四丁目 〇

12日月 東中間一丁目、二丁目、三丁目

13日火 中尾一丁目、二丁目

15日木 中尾三丁目、四丁目、松ヶ岡、池田一丁目、二丁目

　

税
務
署
で
の
受
け
付
け

　
若
松
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
若
松
税
務
署
で
は
市
県
民

税
の
申
告
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
期

間　
２
月
16
日
金
～
３
月
15
日
木

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

●
時

間　
９
時
～
16
時

●
場

所　

若
松
税
務
署（
若
松
区
本
町

一
丁
目
14
‐
12　
若
松
港
湾
合
同
庁
舎
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
日
の
申
告
受
け
付
け

　

税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
休
日
に
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日

時　
２
月
18
日
日
、
25
日
日
・
９

時
～
16
時

●
場

所　
Ａ
Ｉ
Ｍ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
イ
ン

ポ
ー
ト
マ
ー
ト
ビ
ル
）３
階

　
（
小
倉
北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
）

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
若
松
税
務
署
個
人
課
税
第
１

部
門

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

はい

勤務先から中間市に「給与支払
報告書」が提出されていますか？

中間市での市県民税の申告が
必要です

所得税の確定申告が必要です

中間市での市県民税の申告は不要です

Ｑ１.夫の代わりに確定申告書を提
出するとき、妻のマイナンバーカー
ドと本人確認書類は必要ですか？

Ａ１.代理人のマイナンバーカード
と本人確認書類は必要ありません。
申告者である夫のマイナンバーカ
ードと本人確認書類を持って来て
ください。また、配偶者やその他
の親族の扶養控除を申告するとき
は、対象者のマイナンバーを申告
書に記載する必要がありますので、
わかるようにしておいてください。

Ｑ２.マイナンバーがわかる書類を
忘れてしまったのですが、申告でき
ませんか？

Ａ２.原則として申告書にはマイナ
ンバーを記載することになっています
が、忘れてしまった場合は、申告書に
マイナンバーを記載せずに受け付け
ます。

Ｑ３.利用者識別番号を取得できな
い場合、申告できませんか？

Ａ３.平成28年分の確定申告から、
皆さんから受け付けた申告書を電
子データで若松税務署に提出して
います。その際、申告した人の利
用者識別番号を入力しなければな
りません。利用者識別番号を取得
できない人は申告会場で発行しま
すので、利用者識別番号発行コー
ナーに相談してください。

Ｑ４.個人年金や保険の満期・解約
による収入も申告が必要ですか？

Ａ４.収入額が必要経費（掛金）よ
りも多いときは、その差額が所得
となり、課税の対象となることが
あります。課税の対象となった場
合申告が必要ですので、保険会社
などから送られてきた書類を持っ
て相談してください。

6広報なかま１月 10日号

所得税の確定申告・市県民税の申告の基準

いいえ

申告Q＆A

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
確
定
申
告
を
行
う
前
年
の
12
月
31

日
現
在
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
人
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
申
告

す
る
こ
と
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付

し
ま
す
。
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
、
印
鑑
を
持
っ
て
介
護
保
険
課
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
必
ず
確
定
申
告
前
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
か
ら
認
定
書
の
郵
送
ま
で
１
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
。

●
要

件

○
障
害
者
控
除
…
身
体
障
が
い（
３
～
６
級
）に

準
ず
る
人
、
知
的
障
が
い（
軽
度
・
中
度
）に

準
ず
る
人

○
特
別
障
害
者
控
除
…
身
体
障
が
い（
１・
２

級
）に
準
ず
る
人
、
知
的
障
が
い（
重
度
）に

準
ず
る
人
、
ね
た
き
り
老
人

●
申
請
窓
口　
介
護
保
険
課

●
申
請
・
問
合
先　
介
護
保
険
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
３

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

東部・西部出張所は住民税の申告書の提出のみです
市県民税の申告書の提出は東部出張所又は西部出張所でも可能ですが、全ての記入が
終えて相談や修正の必要がない申告書に限ります。不備等のある申告書は両出張所で
はお預かりできませんので御了承ください。

いいえ

平成 30 年１月１日現在、
中間市に居住していましたか？

中間市での市県民税の申告は不要です

平成 29 年中に収入が
ありましたか？

中間市での市県民税の申告が必要な
場合があります

市県民税の申告をすることで、
国民健康保険税が軽減される場合が

あります

はい

平成 29 年中の収入のうち給与
収入がありましたか？

平成 29 年分の給与の年末調整
は済んでいますか？

給与以外に合計で 20 万円を超
える年金や報酬などの所得があ
りましたか？

２か所以上の事業所から給与を
もらっていましたか？

所得税の納付または還付のため、平成
29 年分の所得税の確定申告をしますか？

中間市での市県民税
の申告が必要です

中間市での市県民税
の申告は不要です

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

Ｑ５.医療費の明細書や収支内訳書
の集計を職員にお願いできますか？

Ａ５.職員が大量の領収書などを集
計すると、１件当たりの申告時間
が長くなり、その結果、ほかの申
告者を長時間待たせることになり
ます。待ち時間を少しでも軽減す
るため、医療費の明細書や収支内
訳書は、事前に自分で作成するよ
うお願いしています。
　なお、郵送での提出や窓口での
提出の際、医療費明細書や収支内
訳書が作成されていない場合、返
却しますのでご了承ください。

インターネットなら
自宅でも簡単に確定申告書を

作れますよ

中間市ＰＲ大使�大野いと�さん
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。 中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

　

商
店
や
農
業
・
不
動
産
業
・

工
場
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め

に
所
有
し
て
い
る
機
械
・
工
具
・

備
品
・
構
築
物
な
ど
の
資
産
を

「
償
却
資
産
」と
言
い
、
個
人
・

法
人
を
問
わ
ず
、
毎
年
１
月
１

日（
賦
課
期
日
）現
在
の
所
有
状

況
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
償
却
資
産
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
窓
口
、

郵
送
で
の
申
告
や
電
子
申
告
な

ど
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
平
を
期
す
た
め
、

国
税
資
料
と
提
出
さ
れ
た
申
告

書
の
資
産
内
容
を
照
合
し
た

り
、
実
地
調
査
を
行
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
正
な

申
告
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
中
に
事
業
を
開
始

し
た
な
ど
の
理
由
で
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限　
１
月
31
日
水

償却資産の申告期限が近づいています
●問合先　課税課　☎（２４６）６２７４

　

心
と
体
の
活
性
化
を
図
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
２
月
17
日
土

●
時

間　
10
時
～
11
時
30
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
講

師　
大お

お

い

で

井
手
一い

っ
ぺ
い平
さ
ん

　
（
健
康
運
動
指
導
士
）

●
対

象　
60
歳
以
上
の
人

●
定

員　
100
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法

○
窓
口
…
備
え
付
け
の
申
込
書

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
受
付
時
間
は
火
曜
日
を
除
く

８
時
30
分
～
17
時
15
分
で
す
。

○
電
話

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
返
信
用
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

○
メ
ー
ル
…
返
信
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
環
境
に
し
て
く
だ
さ
い

●
必
要
事
項　
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

●
申
込
締
切　
１
月
31
日
水

●
申
込
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…

　

kouminkan@city.nakama.lg.jp

特別講座「脳トレエクササイズ」
●問合先　生涯学習課　☎（２４６）２３２１

　

悪
質
商
法
や
多
重
債
務
、
物

品
の
購
入
契
約
な
ど
の
相
談
を

行
っ
て
い
る
消
費
生
活
相
談
窓

口
は
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
住
所

地
の
市
町
村
窓
口
に
相
談
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
月
４
日
か
ら
、
中
間
市
・
遠

賀
郡
の
ど
の
窓
口
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
ど
の
窓
口
も
祝
祭

日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

●
相
談
窓
口
・
日
時
・
電
話
番
号

○
福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
…

月
曜
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時

30
分
、
日
曜
日
の
10
時
～
16
時

　
☎
０
９
２（
６
３
２
）０
９
９
９

○
中
間
市
…
月
曜
～
金
曜
日
の
８

時
30
分
～
正
午
、
13
時
～
16
時

30
分

　
☎（
２
４
６
）５
１
１
０

○
芦
屋
町
…
月
曜
～
金
曜
日
の
９

時
～
正
午
、
13
時
～
17
時

　
☎（
２
２
３
）３
５
４
３

○
水
巻
町
…
月
曜
～
金
曜
日
の
９

時
～
正
午
、
13
時
～
16
時
30
分

　
☎（
２
０
１
）４
３
２
１

○
岡
垣
町
…
月
曜
～
金
曜
日
の
８

時
30
分
～
正
午
、
13
時
～
17
時

15
分

　
☎（
２
８
２
）１
２
１
１

○
遠
賀
町
…
月
曜
～
金
曜
日
の
９

時
～
正
午
、
13
時
～
16
時
30
分

　
☎（
２
９
３
）７
７
８
３

消費生活相談窓口が広域化
●問合先　産業振興課　☎（２４６）６２３５

　

今
回
は
、
室
内
で
の
大
会
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
２
月
４
日
日

●
時

間　
９
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
市
内
在
住
、
在
勤

　

ま
た
は
中
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
加
盟
者

●
種

目

○
小
学
生
の
部
…
３
人
１
組
の

小
学
生
で
編
成

※
大
人
が
代
表
者
と
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

○
一
般
の
部
…
３
人
１
組
の
中

学
生
以
上
で
編
成

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書

を
記
入
し
提
出

●
申
込
締
切　
１
月
23
日
火

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
で
徴
収
し
ま
す
。

　

代
表
者
会
議

●
期

日　
１
月
30
日
火

●
時

間　
18
時
30
分
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

第７回中間市ペタンク大会
●問合先　体育文化センター　☎（２４６）２８０１

市役所の臨時職員募集
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　

応
募
し
た
人
は
、
中
間
市
臨

時
職
員
採
用
候
補
者
と
し
て
登

録
し
ま
す
。
登
録
し
た
人
は
、

業
務
の
状
況
に
応
じ
て
採
用
さ

れ
る
た
め
、
採
用
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
応
募
で
き
な
い
人

〇
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規

定
す
る
欠
格
事
項
に
当
て
は

ま
る
人

〇
平
成
30
年
度
に
在
学
中
の
人

●
職

種　

一
般
事
務
補
助
、

保
育
士
、
看
護
師
、
看
護
助

手
、
調
理
補
助
員
、
作
業
員
、

学
校
図
書
館
事
務
、
特
別
教

育
支
援
員
な
ど

●
勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
、
８
時
30
分
～
15
時

15
分
な
ど

●
賃
金（
日
額
）　

４
、６
０
０

～
６
、２
０
０
円（
一
般
事
務

補
助
の
場
合
）

※
職
種
・
勤
務
時
間
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
人

は
１
日
に
つ
き
100
円
の
通
勤
費

を
支
給
し
ま
す
。

●
募
集
開
始
日　
１
月
10
日
水

※
４
月
か
ら
の
採
用
は
２
月
２

日
金
ま
で
に
登
録
し
た
人
を
優

先
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
総
務
課
ま
た
は

東
部
・
西
部
出
張
所
に
備
え

付
け
の
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
貼
付
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※
郵
送
で
応
募
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※
免
許
・
資
格
が
必
要
な
職
種

（
保
育
士
な
ど
）は
申
込
時
に

そ
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
選
考
の
後
面
接
を
行

い
ま
す
。

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

●
登
録
の
更
新　
登
録
の
有
効

期
限
は
登
録
日
か
ら
１
年
を

経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度

末
ま
で
で
す
。
平
成
29
年
度
に

任
用
さ
れ
た
人
は
、
改
め
て
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
の
臨
時
職
員　

　
（
一
般
事
務
補
助
）を
同
時
募
集

　

身
体
障
が
い
者
の
雇
用
促
進

を
図
る
た
め
、
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
身
体
障
害
者
福

祉
法
第
15
条
に
定
め
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
自
力
に
よ
る

通
勤
が
で
き
、
介
助
者
な
し

に
職
務
遂
行
が
可
能
な
人

●
申
込
方
法　
臨
時
職
員
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
貼
付
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
郵
送
で
応
募
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

今
で
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
。
で
も
、

使
い
方
が
イ
マ
イ
チ
分
か
ら
な

い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
操
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
２
月
15
日
木

●
時

間　
13
時
～
16
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
対

象　
60
歳
以
上
の
人

●
定

員　
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

○
窓
口
…
住
所
、
氏
名
を
書
い

た
ハ
ガ
キ
持
っ
て
中
央
公
民

館
に
来
て
く
だ
さ
い

※
受
付
時
間
は
火
曜
日
を
除
く

８
時
30
分
～
17
時
15
分
で
す
。

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
返
信
用
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

○
メ
ー
ル
…
返
信
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
環
境
に
し
て
く
だ

さ
い

●
必
要
事
項　
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

●
申
込
締
切　
１
月
25
日
木

●
申
込
先　
中
央
公
民
館

　

☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　

℻（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…

　

kouminkan@city.nakama.lg.jp

初心者タブレット講座
●問合先　生涯学習課　☎（２４６）２３２１

　

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ
と

で
、
足
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
長

時
間
歩
く
こ
と
が
で
き
る
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
ポ
ー
ル

は
安
定
感
が
あ
り
、
転
倒
防
止
は

も
ち
ろ
ん
、　

体
の
ゆ
が
み
を
矯

正
し
姿
勢
を
良
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
は
、
な
か
ま
フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
す
。

●
日
時
・
コ
ー
ス

○
１
月
13
日
土
・
９
時
30
分
～

正
午
…
中
底
井
野
コ
ー
ス

○
１
月
13
日
土
・
14
時
～
16
時

…
上
底
井
野
コ
ー
ス

○
１
月
14
日
日
・
９
時
30
分
～

正
午
…
ま
ち
な
か
コ
ー
ス

○
１
月
14
日
日
・
13
時
30
分
～

16
時
30
分
…
土
手
ノ
内
コ
ー
ス

※
受
付
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
か

ら
で
す
。

●
定

員　
各
20
人
・
先
着
順

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円

※
別
途
ポ
ー
ル
を
100
円
で
レ
ン

タ
ル
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
先　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

　
℻（
２
４
６
）２
８
０
０

ミズノノルディックウォーキング
●問合先　体育文化センター　☎（２４６）２８００
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中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
● 日 時　2 月 3 日土、16 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８時 30
分〜午後５時 15 分で、定員は６人です。
● 日 時　2 月 3 日土、16 日金、22 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
● 問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
● 場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●      日 時　2 月14 日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

● 期 日　毎月第１〜４火曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14 時 30 分〜15 時 30 分・ハピネスなかま
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・８時 30 分〜17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター　　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

　

今
回
の
相
談
会
で
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
を
対
象
に
、「
う
ま
く
堆
肥
が

で
き
な
い
」「
発
酵
具
合
が
わ
か

ら
な
い
」と
い
っ
た
、
利
用
す

る
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
や
悩
み
に
つ
い
て
専
門
講
師

が
解
決
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。

●
期

日　
１
月
30
日
火

●
時

間　
10
時
30
分
～
正
午

　
（
受
付
は
10
時
～
）

●
場

所　
市
役
所
別
館
地
下

会
議
室

●
参
加
料　
無
料

●
持
ち
物　
作
成
し
た
堆
肥

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、「
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
相
談
会
参

加
希
望
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
１
月
26
日
金

●
申
込
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

　
℻（
２
４
４
）１
３
１
７

ダンボールコンポストお悩み相談会
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

　

低
床
式
車
両
５
０
０
４
号
が

　

運
行
開
始

　

筑
豊
電
気
鉄
道
で
は
、
平
成

29
年
12
月
18
日
か
ら
４
編
成
目

と
な
る
低
床
式
車
両
５
０
０
４

号
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、
乗
降
口
の
段
差

を
ほ
と
ん
ど
な
く
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
計
で
、
車
内
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
採
用
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
に
優
れ
た
環
境
に
や
さ

し
い
車
両
で
す
。

　

ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
は
、
４
編

成
目
で
初
め
て
と
な
る
ラ
イ
ト

ブ
ル
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
筑
鉄
沿
線
へ
の
お
出
か
け

の
際
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
な
か
よ
し
号
」
の
に
し
て
つ

　

ス
ト
ア
停
留
所
を
移
設
し
ま
す

　
に
し
て
つ
ス
ト
ア
中
間
店
の
建

て
替
え
工
事
の
た
め
、
敷
地
内
の

停
留
所
を
西
鉄
バ
ス
の
筑
鉄
中

間
停
留
所
の
横
に
移
設
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
移
設
に
伴
う
時
刻
表
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
移
設
日　
１
月
19
日
金

公共交通からのお知らせ
●問合先　住宅都市交通対策課　☎（２４６）６１５５

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
対
象
事
業
で
す
。
今
回
の
フ

ェ
ア
参
加
者
に
１
ポ
イ
ン
ト
交
付
し

ま
す
。

　

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
、
健
康
相

談
な
ど
に
参
加
し
、
５
ポ
イ
ン
ト
集

め
て
応
募
す
る
と
、
市
の
特
産
品
詰

め
合
わ
せ
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

●
期

日　
２
月
１
日
木
、
２
日
金

●
時

間　
10
時
～
15
時

●
場

所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

●
内

容　
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
、
介
護
保
険
課
職
員

に
よ
る
介
護
相
談
、
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る
試
飲
・
実
演
コ
ー

ナ
ー
、
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ

なかま健康応援フェア
●問合先　健康増進課　☎（２４６）６２４６

　

２
月
１
日
を
設
定
期
日
と
し
て
、

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
単
位
区
の
設

定
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
10

月
１
日
に
実
施
す
る
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
の
調
査
区
域
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
正
確
な

調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
な

る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

福
岡
県
知
事
が
任
命
し
た
指
導
員

が
、
１
月
中
旬
か
ら
２
月
下
旬
ま
で

市
内
を
巡
回
し
、
調
査
区
域
の
確
認

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

住宅・土地統計調査単位区を設定
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

　
市
で
は
、
介
護
保
険
の
進
行
管
理
や

円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
、
介
護
保

険
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
画
を
目

指
し
て
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
３
人

●
対

象　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
人

●
任

期　
３
月
１
日
～
平
成
32
年

２
月
29
日

●
報

酬　
４
、２
０
０
円（
１
回
）

●
申
込
方
法　
「
介
護
保
険
の
課
題
」

に
関
す
る
小
論
文（
１
、２
０
０
字

程
度
）に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
介
護
保
険
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
２
月
９
日
金
・
必
着

介護保険運営協議会委員募集
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３

テニス大会を開催
●問合先　体育文化センター　☎（２４６）２８００

　

第　
回

　
中
間
市
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

●
期

日　
３
月
11
日
日

※
予
備
日
は
３
月
18
日
日
で
す
。

●
場

所　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

※
駐
車
場
は
、
河
川
敷
の
臨
時

駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
ま
た
は
中
間
市
施
設

利
用
登
録
済
の
ク
ラ
ブ
会
員

●
種

目　
一
般
男
子
、
60
歳

以
上
男
子
、
一
般
女
子
、
45

歳
以
上
女
子

※
全
て
ダ
ブ
ル
ス
で
す
。

※
参
加
組
数
が
３
ド
ロ
ー
に
満
た

な
い
場
合
は
不
成
立
と
し
ま
す
。

※
年
齢
は
１
月
１
日
現
在
で
す
。

●
試
合
方
法　
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
で
６
ゲ
ー
ム
先
取

※
予
選
リ
ー
グ
後
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
参
加
組

数
に
よ
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
み
行
い
ま
す
。

●
服

装　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

テ
ニ
ス
ウ
ェ
ア
ー
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い

※
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
不
可
で
す
。
た

だ
し
、
年
令
別
の
み
長
ズ
ボ
ン

可
で
す
。

●
参
加
料　
１
組
２
、０
０
０
円

※
参
加
料
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な

か
ま
庭
球
場
に
備
え
付
け
の

所
定
用
紙
に
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
２
月
９
日
金
・

　
17
時

●
問
合
先　
住
本
携
帯

　
☎
０
９
０（
５
７
３
８
）４
４
０
７

　

第
４
回
ミ
ズ
ノ
テ
ニ
ス
大
会

　

in 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ　
　
　
　

　

～
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
～

　

試
合
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
２
月
18
日
日

●
時

間　
10
時
～

●
場

所　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

●
種

目　
10
歳
以
下
男
女
混

合
、
12
歳
以
下
男
女
別
、
14

歳
以
下
男
女
混
合（
テ
ニ
ス
歴

２
年
以
下
）

●
定

員　
各
20
人
・
先
着
順

●
参
加
料　

３
、０
０
０
円（
ミ

ズ
ノ
お
よ
び
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー

ル
会
員
は
500
円
引
）

●
申
込
方
法　
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
・
問
合
先

○
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

○
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か
ま
庭
球
場

　
☎（
２
４
５
）８
１
６
６

18
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　講師のＲＫＢアナウンサー龍
たつやま

山康
やすあき

朗さんは、22年前、航空
工学を学んだ経験を活かして気象予報士の資格を取得。今
では福岡の顔として天気などを伝えています。
　4回目となる教室では、朝倉市などを襲った豪雨の原因と
なった「線状降水帯」に注意すること、気象庁と連携している
自治体の情報を活用すること、臨機応変に災害に対応できる
心の準備をしておくことなどの重要性を学びました。

生涯学習センター「お天気教室」11／ 25
～九州北部豪雨から学ぶ教訓～

税についての作文表彰

　若松税務署管内の17の中学校から約1,500点の応募が
あった「税についての作文」。その中から26点の優秀作が
選ばれ、中間市長賞に中間北中学校の石

い し だ

田七
な な み

海さん（写
真＝右）が、中間市教育長賞に中間中学校の日

ひ だ か

髙美
み く

空さん
が輝き、表彰を受けました。石田さんは税の使われ方を
追求し、日髙さんは将来の少子高齢化に言及し、ともに租
税について改めて考えるきっかけを作ってくれました。

12 ／ 13
～税ってなんだろう～

　発達障がいがある子どもを支援するＮＰＯ法人「いっぽ」
が主催した講演会に、海洋冒険家の白

しらいし

石康
こ う じ ろ う

次郎さんが登
壇。「挑戦し続けることの大切さ」を訴え、約500人が聞き
入りました。「子どものころから好きなことをやってきたし、
好きだからこそ責任を持ち挑戦する気持ちを忘れなかっ
た」と話す白石さんに、ともに登壇した福田健次市長も意
気投合。子どもの挑戦を応援するまちでありたいですね。

白石康次郎さん講演会12／ 2
～挑戦をあきらめるな～

底井野校区で避難訓練

　今回の底井野校区まちづくり協議会が主催した避難訓
練では、熊本地震の体験が語られました。講師を務めた
市職員の池

い け の

野秀
ひでひろ

博さんは、当時熊本市職員として災害復
旧の陣頭指揮を執っていました。傾く家屋や割れた道路、
避難所の混乱など、実体験に基づく話に多くの参加者が
傾聴。熊本地震を教訓として自分がどう行動すればよいか
を考えるのに有意義な訓練となりました。

11／ 26
～熊本地震の教訓から学ぶ～

12 ／ 10

　子ども会育成連絡協議会と雲龍凧保存会が主催する凧づ
くり教室が婦人の家で行われました。参加した親子の１人、
山
やまぐち

口たえちゃん（写真＝右）は「お母さんと作ったたこを揚げる
のが楽しみ」とにっこり。
　また、1月28日日には、ふるさと遠賀川親子たこあげ大会
が開催されます。市販のたこでも参加できる、創作たこのコ
ンテストもあります。大空にたくさんのたこを泳がせましょう。

親子凧づくり教室
～世界に１つだけのたこができたよ～

にじいろカフェがオープン

　にじいろカフェは、介護や健康などについて語らい、軽
い体操や相談、情報交換ができるカフェで、誰でも無料で
利用できます。イオンなかまシネマ棟の1階にオープンし、
今後は毎月第3火曜日に開催されます。
　この日訪れていた竹

たけいし

石トシミさん（写真＝左）は「頭と体を
使った脳トレ体操は楽しい。また、介護保険のことで相談
に乗ってもらえて気持ちが楽になった」と話しました。

12 ／ 12
～みんなの憩いの場に～

　ギラヴァンツ北九州の西
にしじま

嶋弘
ひろゆき

之選手（ＤＦ）が、中間北小学
校で子どもたちとの触れ合いや「夢をかなえるには」と題した
講演を行いました。これは、ギラヴァンツ北九州と中間市が
結ぶフレンドリータウン協定により実現したもので、毎年開催
されています。西嶋選手からボールを奪おうと果敢に挑んだ
坂
さかぐち

口魁
か い と

人さん（写真＝右から２人目）は「ボールを取ろうとした
けど、上手すぎて全然取れなかった」と笑顔でした。

スクールギラヴァンツ11／ 28
～プロサッカー選手に挑戦～

　この大会では、世界遺産を題材とした英語暗唱を行うこと
で、英語への興味の喚起と表現力の向上を目指しています。
年々ハイレベルになる中学生の発表のあとには、英語教育に
力を入れる北筑高校、西南女学院高校により、両校の特色の
ある英語教育について紹介がありました。この大会に向けて
努力を重ねた生徒にとって、今後の進路や将来を考えるうえ
で大切な機会になったようです。

第８回中学生英語暗唱大会11／ 25
～世界に発信！中間市のいいところ～
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■
事
例

　
「
不
用
品
が
あ
れ
ば
買
い
取

る
」と
女
性
が
訪
問
し
て
き
た
。

突
然
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
は
用

意
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、

１
時
間
後
に
今
度
は
男
性
が
や

っ
て
来
た
。
い
ら
な
い
洋
服
な
ど

を
出
し
た
が
、
さ
ら
に
「
壊
れ
た

宝
飾
品
が
あ
れ
ば
出
し
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
指
輪
な

ど
を
含
め
て
２
万
５
千
円
で
買

い
取
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
、
形
見
の
指
輪
を
渡

し
た
こ
と
を
後
悔
し
、
ま
た
買
い

取
り
価
格
が
安
す
ぎ
る
と
思
い
、

買
い
戻
し
た
い
と
電
話
を
し
た
と

こ
ろ
「
商
品
は
別
の
業
者
に
渡
し

て
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

自
宅
で
物
品
を
買
い
取
っ
て

も
ら
う
訪
問
購
入
で
は
、
購
入

業
者
は
突
然
訪
問
し
て
勧
誘
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
行
為
を
行
う
購
入
業
者

を
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
購
入
業
者
は
、
前
も

っ
て
電
話
な
ど
で
連
絡
し
た
場

合
で
も
、
消
費
者
が
事
前
に
承

諾
し
た
買
い
取
り
対
象
以
外
の

物
品
に
つ
い
て
売
却
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
貴
金
属

は
な
い
か
」
な
ど
と
当
初
と
は

違
う
物
品
の
売
却
を
突
然
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
き
っ
ぱ
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。
訪
問
購
入
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

す（
法
律
で
定
め
ら
れ
た
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日

間
）。
こ
の
期
間
内
は
購
入
業
者

に
物
品
を
引
き
渡
さ
な
い
こ
と

も
で
き
る
の
で
、
物
品
を
渡
さ

な
い
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

１
つ
の
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

不
安
を
感
じ
た
り
対
処
に
困

っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１
８
８

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

訪問して買い取りを行う業者との
契約は慎重に

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部を
紹介します。

暖
房
時
室
温
20
℃
で
快
適
に

過
ご
そ
う

　

冬
の
家
庭
の
電
力
需
要
は
、
暖

房
や
照
明
の
使
用
が
増
え
る
17
時

～
20
時
が
ピ
ー
ク
で
す
。
電
気
を

使
う
冷
暖
房
の
場
合
、
室
温
設
定

に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
は
夏
よ
り
冬

の
方
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
暖
房

の
室
温
設
定
を
20
℃
に
す
る
と
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
だ
け
で
な
く
電

気
代
も
節
約
で
き
、
経
済
的
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
少
し
見
直

す
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
が

で
き
ま
す
。

○
太
い
血
管
が
あ
る
「
首
」「
手
首
」

「
足
首
」
を
温
め
る
と
体
全
体
が

温
ま
り
ま
す

○
薄
く
て
軽
い
機
能
性
素
材
の
下

着
で
体
幹
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

薄
手
の
機
能
性
素
材
の
ニ
ッ
ト

や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
選
べ
ば
、
お
し

ゃ
れ
度
も
上
が
り
ま
す

○
家
族
や
友
人
と
の
会
話
も
弾
み

簡
単
に
で
き
る
鍋
は
、
体
も
室

内
も
暖
め
ま
す

○
根
菜
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
冬
に
旬

を
迎
え
る
食
材
は
体
を
内
側
か

ら
暖
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

地
産
地
消
の
食
材
は
、
流
通
段

階
で
か
か
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に

も
な
り
ま
す

○
湿
度
が
高
く
な
る
と
体
感
温
度

が
上
昇
し
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
に
ヤ

カ
ン
を
置
い
た
り
し
て
加
湿
す
る

と
、
暖
房
を
抑
え
て
も
温
か
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

○
熱
の
50
％
は
窓
か
ら
逃
げ
て
い

き
ま
す
。
断
熱
シ
ー
ト
や
二
重

サ
ッ
シ
な
ど
、
暖
気
を
逃
が
さ

な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

○
お
風
呂
は
38
～
39
℃
の
ぬ
る
め

の
お
湯
に
20
分
ほ
ど
か
け
て
ゆ

っ
く
り
入
る
と
、
体
が
芯
か
ら

暖
ま
り
ま
す

○
ユ
ズ
や
ミ
カ
ン
の
皮
を
お
風
呂

に
浮
か
べ
た
り
、
シ
ョ
ウ
ガ
湯

や
ダ
イ
コ
ン
湯
は
血
行
促
進
や

発
汗
効
果
が
あ
り
ま
す

※
ダ
イ
コ
ン
湯
…
１
週
間
ほ
ど
乾

燥
さ
せ
た
ダ
イ
コ
ン
葉
を
刻
み
、

布
袋
に
入
れ
た
ら
湯
船
へ
in
！

み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
！

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア

　

み
ん
な
が
ひ
と
つ
の
部
屋
に
集

ま
れ
ば
、
ほ
か
の
部
屋
の
暖
房
や

照
明
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き

ま
す
。
家
庭
の
暖
房
や
照
明
を
消

し
て
ま
ち
に
繰
り
出

せ
ば
、
全
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を
大

き
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
図
書
館

や
商
業
施
設
な
ど
へ

出
か
け
て
、
み
ん
な

で
暖
か
く
過
ご
せ
る

場
所
や
サ
ー
ビ
ス
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

平成29年度のもえるごみの搬入量は、対28年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

29 年度 28 年度 前年当月比 増減率

11 月 839,870㎏ 884,700㎏ △ 44,830㎏ △ 5.1％

累計 7,144,310㎏ 7,306,300㎏ △ 161,990㎏ △ 2.2％

や
っち

ゃれ環境

みん
なで

考えよう　地球の未来

環
境保全課　☎（２４５

）５３
００

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権
のカタチ。作文をとおし
て、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

「
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

　
み
な
さ
ん
は
、「
協
力
す
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
？
ク
ラ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
ー
ム

の
中
で
、
自
分
は
よ
く
協
力
で
き

て
い
る
な
あ
と
思
い
ま
す
か
？

　

協
力
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
私
た
ち
は

ど
ん
な
場
面
で
協
力
し
あ
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
、
自
分
の
経
験

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す

る
と
、
わ
た
し
た
ち
は
意
識
し
て
い

な
い
う
ち
に
協
力
し
あ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、

習
っ
て
い
る
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
最
中

で
し
た
。
ぼ
く
は
、
今
、
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
声
を
出
し
て
、
み
ん
な
を
ま
と

め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
み
ん

な
に
集
ま
っ
て
ほ
し
い
と
き
、「
集

合
」
と
声
を
か
け
ま
す
。
す
る
と
、

チ
ー
ム
の
み
ん
な
は
、
た
だ
集
ま
っ

て
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
も
「
集
合
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
僕
の
声

に
気
づ
か
な
い
人
が
い
な
く
な
り
、

全
員
が
一
斉
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

僕
一
人
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
声
を
か

け
に
行
か
な
く
て
す
み
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
走
っ
た
り
す
る
と
き

に
、「
フ
ァ
イ
ト
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
友
だ
ち
も
い
ま
す
。
き
つ
い

練
習
を
や
っ
て
い
る
と
き
で
も
、
声

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
「
よ
し
、
が

ん
ば
ろ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
が
わ

い
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
い
つ
も
ふ
つ

う
に
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
み
ん
な
が
、

協
力
し
あ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
声
を
か
け

ら
れ
た
人
は
笑
顔
に
な
り
、
そ
の

笑
顔
を
見
た
側
に
も
笑
顔
が
生
ま

れ
ま
す
。協
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

み
ん
な
自
然
に
笑
顔
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
学
期
に
、
ぼ
く
た
ち
の
学
校

で
人
権
の
授
業
参
観
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
授
業
で
は
、「
協
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
財
宝
を
さ
が

せ
」と
い
う
ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し
た
。

そ
の
ゲ
ー
ム
は
、
み
ん
な
の
カ
ー
ド

に
書
い
て
あ
る
情
報
を
組
み
合
わ

せ
て
、
宝
の
あ
る
部
屋
を
当
て
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

大
切
な
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
そ
の
カ
ー
ド
に
書
い
て
あ
る
情

報
は
言
葉
で
伝
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
は
、
友

達
の
話
を
真
剣
に
聞
き
ま
す
。
そ

し
て
、
友
達
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を

と
て
も
大
切
に
し
ま
す
。
い
い
加
減

に
聞
く
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
、ふ
と
周
り
を
見
る
と
、

み
ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う
に
、
自

分
の
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
笑
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
も
、
自
然
と

笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
協
力

す
る
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。」

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
協
力
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
人
を
笑
顔
に
さ
せ
る

力
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
お
互
い
が
声
を
掛
け
合
い
、

相
手
の
話
を
よ
く
聞
い
て
わ
か
り

合
い
、
も
っ
と
協
力
し
て
い
け
ば
、

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
小
学
校
生
活
最
後
の
あ
と
半

年
間
を
友
だ
ち
と
し
っ
か
り
協
力

し
て
、
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

中間南中学校１年
中
な か む ら

村 啓
け い す け

佑さん

ちょっとした声掛けが協
力につながり、協力し合
うことで人に笑顔が生れ
る。無意識に協力し合え
る人間になりたいと思い
ます。

　旧本事務所は国家プロジェクトを担う指令室として1899
年に竣工しました。当時としてはモダンな建築物で、延床面
積1,023㎡、長さ33m、高さ10.38mという赤レンガ組の２階
建てです。左右対称のデザインで中央にはドームがあり、外
壁の赤レンガはイギリス式のレンガ積となっています。事務所
内は長官室、顧問技師室などがあり、製鐵所の中枢を担って
いました。1922年の新事務所完成後は研究室として利用さ
れていました。現在は官営八幡製鐵所旧本事務所眺望スペ
ースからその姿を臨むことができます。

官営八幡製鐵所旧本事務所

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う

遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産仲間を
紹介します。

●場 所　八幡東区大字枝光
●問合先　北九州市世界遺産課
　☎（５８２）２９２２
●�アクセス　最寄駅：ＪＲスペースワールド駅
※施設は稼働中の構内にあるため非公開です。眺
望スペースをご利用ください。
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下
野 

惠
助
選

短 

歌

冬
し
ぐ
れ
鯱
天
を
泳
ぐ
ご
と

　
　
　

太
賀
四
丁
目	

林　

千　

恵　

子

枯か
れ
あ
し蘆
の
透
け
て
島
影
動
き
け
り

　
　
　

太
賀
一
丁
目	
高　

橋　

佳
與
詩

冬
し
ぐ
れ
船
笛
長
き
壇
の
浦

　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

此　

元　

多
津
子

お
城
に
も
裏
道
の
あ
り
石つ

わ
ぶ
き蕗
の
花

　
　
　

中
央
三
丁
目	

末　

次　
　
　

哲

木
の
葉
時
雨
濠
も
賑
は
ふ
小
倉
城

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

尾　

仲　

美
智
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 
句

手
を
抜
か
ず
厳
し
い
母
に
今
感
謝

　
　
　

中
間
四
丁
目	

森　
　
　

紀　

子

つ
い
撫
で
て
み
た
く
な
る
よ
な
丸
い
頬

　
　
　

小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

武　

田　

睦　

代

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
似
合
っ
た
頃
が
懐
か
し
い

　
　
　

中
間
三
丁
目	

宮　

川　

佳　

子

有
難
い
け
れ
ど
妻
居
る
不
自
由
さ

　
　
　

太
賀
四
丁
目	

和　

田　

澄　

雄

次
々
に
ボ
タ
ン
押
さ
せ
る
電
子
機
器

　
　
　

中
間
三
丁
目	

古　

野　

つ
と
む

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
声
あ
げ
て
読
む
こ
と
医
者
に
勧
め
ら
れ
「
天
声
人
語
」
日
課
に
加
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

習
慣
の
違
う
国
と
の
生
活
を
地
球
ラ
ジ
オ
は
世
界
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

わ
く
ら
ば
を
暫
し
止
め
よ
彩
り
に
散
ら
す
は
惜
し
や
す
ぐ
冬
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目	

戸　

田　

恵
美
子

菊
薫
る
庭
の
夕
べ
の
薄
月
夜
灯
り
を
消
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
ヶ
岡	

金　

子　

純　

子

地
位
名
誉
宝
石
い
ら
ぬ
欲
も
な
し
健
康
あ
り
て
喜
び
抱
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋
山
町	

柴　

田　

キ
ヌ
子

注
目
の
本

特
集
展
示　
「
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

気
持
ち
も
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
本
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
講
座　
　
　
　
　
　
　

　
「
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
」

●
期

日　
１
月
26
日
金

●
時

間　
14
時
～
15
時

●
講

師　
瓜う

り
う生
康こ

う
へ
い平
さ
ん

　
（
市
立
病
院
院
長
）

●
定

員　
30
人

　

親
子
工
作
教
室
「
Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン

　

で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
」

●
期

日　
２
月
18
日
日

●
時

間　
14
時
～
16
時

●
定

員　
20
人

●
材
料
費　
300
円

　

郷
土
史
講
座
「
堀
川
の
歴
史
」

●
期

日　
２
月
24
日
土

●
時

間　
14
時
～
15
時

●
講

師　
興こ

う
ぜ
ん膳
克か

つ
ひ
こ彦
さ
ん

　
（
福
岡
地
方
史
研
究
会
監
事
）

●
定

員　
30
人

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

　

利
用
者
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

　

図
書
館
の
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
窓
口
で
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
付
と
回
収

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
期

間　
２
月
１
日
木
～
28

日
水

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４
　℻（２４５）４６０８

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　1月15日月、22日月、29日月、
31日水、2月5日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館おすすめの本や
イベントを紹介するよ。み
んな遊びに来てね。

大獄
（一般書）

葉室 麟　著

西郷隆盛は薩摩藩主の島津斉
彬に仕え、天下のことに目覚め、
一橋慶喜擁立のため暗躍する
が…。
時代小説の名手が、維新前夜
の西郷隆盛を描く。

おちゃかいのおやくそく

クッキーを食べたくて、ぬいぐる
みのくまのふりをしたこぐま。で
も、女の子が決めた「おちゃか
いのおやくそく」は、ちゃんとき
れいにしていること、きちんとみ
だしなみを整えること…。

エイミー・ダイクマン　ぶん

（児童書）

②　�鍋に Aと手羽先を入れ、中火で煮る。煮立ったらあくを取り、カブとニンジ
ンを加えて弱火で、蓋をずらしてカブが柔らかくなるまで煮る。

①　�カブは、茎を 3～ 4㎝残して落とし、皮をむいて縦半分に切る。ニンジンは１
㎝幅の花型に切る。手羽先は皮に沿って切り込みを入れる。

作り方

カブ…２個（100g）
鶏手羽先…４本（200g）
ニンジン…70g

塩…1.5g
こしょう…少々

Ａ（水…２カップ、酒大さじ１１／２��、しょうが（薄
切り）…１／２ 片）

材料（２人分） （１人分）
エネルギー：166㎉
食塩：0.8g

中間市食生活改善推進会の監修
により、体に優しいレシピを紹
介しています。

今月のレシピ

カブと鶏手羽先の
スープ煮

Nakama's
キッチン

③　�塩・こしょうで味を調える。

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

全ての基礎になる集中力を鍛えよう

　珠算三段の段位を持ち、学
生時代には珠算九州大会（団体）
で６位に入賞したという寺

てらざき

﨑先
生。約15 年前に、実子にそろ
ばんを学ばせたいと思っていた
ところ、ママ友に「うちの子にも
そろばんを教えて」と言われ、教
室を開くまでになったそうです。
　寺﨑先生は「そろばんを学ぶ
ことで、全ての基礎となる集中
力と計算力を鍛えることができ
ます」と話します。実際に教室
に通う子どもたちに「算数は得

意ですか」と聞くと「得意です！」
と歯切れよく答えてくれました。
　寺﨑そろばん教室では、少人
数制にこだわり、疑問を残さず、
確実に理解できたうえで次へと
進んでいきます。これは、寺﨑
先生の子ども時代の苦い思い出
に起因しているそうです。現在
は、小学３年生～中学１年生ま
での10人が教室に通っていま
す。人数的にまだ余力があるそ
うなので、指導希望者はぜひ問
い合わせてみてください。

寺﨑そろばん教室

ＭＥＭＯ

〒809-0034　中間2－7－1
☎093（245）2244
授業日　火曜日、木曜日、金曜日
授業時間　16:00～19:00
授業は、週２回で月額4,000円です。（週１回も可）
幼稚園児でも、遊び感覚で珠を触ることから始め
られますよ。

１  小学１年生から教室に通う岩
いわさき

﨑梨
り な

那さん
（３年生）を指導する寺﨑先生。

２  実際の検定試験時間と同じ 30 分を計り、   
演習に取り組む生徒たち。

３  「そろばんは右脳と左脳を使うので、脳
を活性化させますよ」と話す先生。

１

３２
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産
前
産
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

知
っ
て
お
き
た
い

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
」の
こ
と

　

産
後
、
気
持
ち
の
揺
れ
が
激
し

く
な
る
こ
と
を
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー

ズ
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
時
的

な
も
の
で
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

妊
娠
前
に
戻
っ
て
い
き
、
赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
や
新
し
い
生
活
に
慣
れ

て
い
く
う
ち
に
自
然
に
解
消
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
周
り
の
人
に
も
理

解
を
し
て
も
ら
っ
て
あ
ま
り
気
に
せ

ず
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
ど
の
く
ら
い
の
人
が
マ
タ
ニ

テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
に
な
る
の
？

Ａ
．
妊
産
婦
の
20
～
40
％
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
く
ら
い
の
期
間
？

Ａ
．
出
産
後
２
～
３
日
か
ら
現
れ

や
す
く
、
多
く
の
場
合
は
、
数

週
間
か
ら
１
か
月
く
ら
い
で
自

然
に
治
ま
り
ま
す
。

Ｑ
．
ど
ん
な
状
態
に
な
る
の
？

Ａ
．
わ
け
も
な
く
泣
い
て
し
ま
う
、

気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く
な
る
、

感
情
の
起
伏
が
激
し
く
な
る
、

集
中
力
が
な
く
な
る
な
ど
の
症

状
が
あ
り
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

「
産
後
う
つ
」の
こ
と

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ズ
に
対
し

て
、
産
後
う
つ
は
気
分
の
落
ち
込

み
が
深
刻
に
な
る
心
の
病
気
で
す
。

早
期
に
受
診
し
、
専
門
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
で
回
復
も
早
く
な
り

ま
す
。
気
分
の
落
ち
込
み
が
続
い

た
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
保
健
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
家

族
が
お
母
さ
ん
の
状
況
を
よ
く
見

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

産
後
う
つ
の
症
状
と
し
て
現
れ

や
す
い
様
子
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

当
て
は
ま
る
項
目
が
複
数
あ
っ
て

も
、
う
つ
病
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

気
に
な
る
時
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

□
子
ど
も
が
か
わ
い
く
思
え
な
い

□
育
児
に
自
信
が
も
て
な
い

□
子
ど
も
の
世
話
が
全
く
で
き
な
い

□
表
情
が
な
く
な
っ
て
き
た

□
疲
労
感
が
強
く
活
動
す
る
気
力

が
な
い

□
さ
さ
い
な
こ
と
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る

□
楽
し
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い

□
心
配
や
不
安
で
頭
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る

～
パ
パ
へ
～

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
、
マ

マ
を
中
心
に
育
児
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
マ
マ
は
想
像
以
上
に
緊
張

し
た
り
不
安
を
感
じ
た
り
、
孤
独

感
も
抱
き
や
す
い
状
態
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
番
身
近
な
存
在
と
し
て

話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
気
持
ち
を

受
け
止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

育
児
を
平
等
に
分
担
で
き
な
く
て

も
、
マ
マ
を
支
え
る
こ
と
が
パ
パ

の
大
切
な
役
割
で
す
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た
か

　

40
～
74
歳
で
中
間
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

年
度
に
１
回
、
無
料
で
特
定
健

診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
院
中
の
人
も
特
定
健
診

の
対
象
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

初
期
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

毎
年
定
期
的
に
特
定
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

受
診
に
は
、
保
険
証
と
特
定

健
診
受
診
券（
４
月
下
旬
に
郵

送
し
た
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）が
必

要
で
す
。
受
診
券
が
な
い
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
国
保
の
資
格

を
喪
失
し
た
後
に
特
定
健
診
を

受
診
す
る
と
実
費
負
担
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
診
実
施
医
療
機
関　

市
内
、
遠
賀
郡
内
、
北
九
州

市
内
の
実
施
医
療
機
関

●
受
診
方
法　
医
療
機
関
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
北
九
州
市
内
の
医
療
機
関
で

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
受
診

の
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

●
内

容　
問
診
、
診
察
、
身

体
計
測
、
血
圧
、
血
液
検
査

（
血
糖
、
血
中
脂
質
、
肝
機
能
、

腎
機
能
）、
尿
検
査
、
心
電
図

検
査

※
医
師
の
判
断
で
、
貧
血
検
査・

眼
底
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　
３
月
31
日
ま
で

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

入
院
の
一
部
負
担
金
の
免
除
を

受
け
ら
れ
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
、

災
害
、
疾
病
に
よ
る
収
入
の
減

少
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
人
は
、
入
院
の
一
部

負
担
金
の
免
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
入
院
療
養
を
受
け
る
人
が
い

る
世
帯
で
あ
る
こ
と

○
世
帯
全
員
の
収
入
総
額
が
基

準
生
活
費
以
下
で
あ
る
こ
と

○
預
貯
金
が
基
準
生
活
費
の
３

か
月
分
以
下
で
あ
る
こ
と

※
基
準
生
活
費
と
は
生
活
保
護

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
生
活

扶
助
、
教
育
扶
助
、
住
宅
扶
助

の
合
計
額
に
10
分
の
11
を
乗
じ

て
得
た
額
で
す
。

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

２月の子育てカレンダー
２日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
５日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

６日火
離乳食教室 受付9:30 ～ 10:00
わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

15日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
22日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30
28日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30

労
作
性
狭
心
症

　
冠
動
脈（
心
臓
の
筋
肉
に
栄
養
を

供
給
し
て
い
る
血
管
）に
動
脈
硬
化

が
進
む
と
狭き

ょ
う
さ
く窄
が
生
じ
、
労
作（
身

体
を
動
か
す
こ
と
）に
よ
っ
て
心
臓

へ
の
負
担
が
増
え
た
と
き
に
血
流

が
足
り
な
く
な
り
胸
痛
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
労
作
性
狭
心
症
」

と
言
い
ま
す
。

　
労
作
時
に
、「
胸
部
全
体
が
圧
迫

さ
れ
る
」「
両
側
か
ら
締
め
付
け
ら

れ
る
」「
焼
き
つ
け
ら
れ
る
」
と
い

っ
た
症
状
が
10
～
15
分
ほ
ど
続
き
、

安
静
に
す
る
と
よ
く
な
る
の
が
典

型
的
で
す
。
時
に
肩
こ
り
の
よ
う

な
症
状
を
訴
え
る
人
も
い
ま
す
。

１
本
の
指
で
指
し
示
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
限
局
的
な
痛
み
や
、

「
チ
ク
チ
ク
、
ピ
リ
ピ
リ
」
と
い
っ

た
痛
み
、
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
強
く
な
る
よ
う
な
痛
み
は
あ
ま

り
典
型
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冠
れ
ん
縮
性
狭
心
症

　

一
方
で
、
冠
動
脈
に
は
動
脈
硬

化
に
よ
る
狭
窄
が
な
い
も
の
の
、

血
管
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
こ
と

で
血
流
が
足
り
な
く
な
り
胸
痛
が

生
じ
る
症
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
「
冠
れ
ん
縮
性
狭
心
症
」
と
言

い
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
狭
心
症
は
、
深
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
安
静
時
に
起
こ
る
も

の
が
典
型
的
で
す
。
冠
れ
ん
縮
性

狭
心
症
は
日
本
人
に
比
較
的
多
い

疾
患
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
筋
梗
塞
の
恐
れ

　

血
管
が
完
全
に
閉
塞
し
て
心
筋

が
壊
れ
て
し
ま
う
疾
患
を
「
心
筋

梗
塞
」
と
言
い
ま
す
。
最
悪
の
場

合
、
命
に
も
関
わ
る
非
常
に
危
険

な
疾
患
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
心

筋
梗
塞
に
至
る
前
に
発
見
、
処
置

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
心
筋
梗
塞
に
至
る
ま

で
心
電
図
検
査
、
心
臓
の
動
き
を

み
る
超
音
波
検
査
と
い
っ
た
侵
襲

（
体
へ
の
負
担
）が
少
な
い
検
査
で

は
異
常
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
狭
心
症
を
疑
う

に
は
、
症
状
や
そ
の
ほ
か
に
ど
う

い
っ
た
人
が
な
り
や
す
い
か
と
い

っ
た
危
険
因
子
を
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
い
っ
た
人
に
多
い
か

　

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
と
い
っ
た
疾
患
、
ま
た
喫
煙

も
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

親
族
に
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

当
て
は
ま
る
点
が
多
い
人
は
、

ま
ず
こ
れ
ら
の
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
る
疾
患
に
対
し
て
早
期
に
発

見
し
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が

狭
心
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
定

期
的
な
健
康
診
断
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ

う
な
狭
心
症
が
疑
わ
れ
る
症
状
が

見
ら
れ
る
人
は
、
心
筋
梗
塞
に
至

る
前
に
、
早
め
に
循
環
器
内
科
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
方
法

　

２
年
前
納
制
度

　

口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納

に
は
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。

○
２
年
間
で
１
５
、
０
０
０
円

程
度
保
険
料
が
割
引
に
な
り

ま
す

○
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の

年
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す

○
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
口
座

振
替
に
加
え
て
現
金
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
、
割
引
額
が

大
き
い
２
年
前
納
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
、
毎

年
２
月
末
日
ま
で
で
す
。
申
込

方
法
や
割
引
額
な
ど
、
詳
し
く

は
八
幡
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

後
納
制
度（
保
険
料
の
納
付

　

可
能
期
間
の
延
長
）

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
や
、
届
け
出
を
忘
れ
た

こ
と
で
国
民
年
金
の
資
格
期
間

が
な
い
場
合
は
、
年
金
の
受
給

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金

そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
過
去
５
年
ま
で
に
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
保
険
料
は
、
後
納

制
度
を
利
用
す
る
と
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
の

は
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
。
利
用
す
る
人
は
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
や
、

65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
後
納
制
度
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
６

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

医
療
講
座

市立病院
☎（２４５）０９８１

身近に潜む病気など
を医師がわかりやす
く解説します。

今月のテーマ

狭心症

産業医科大学循環器内科
三
み う ら

浦 俊
と し や

哉 医師

現金で毎月納付

平成 30年度分保険料
16,340 円× 12か月＝ 196,080 円

平成 29年度分保険料
16,490 円× 12か月＝ 197,880 円

3,510 円
割引

1年分保険料
197,880 － 3,510 ＝ 194,370 円

現金で 1年度分（29年度）を前納

14,400 円
割引

2年分保険料
393,960 － 14,400 ＝ 379,560 円

現金で 2年度分（29年度と 30年度）を前納
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募
集

マ
マ
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

　

育
児
中
の
マ
マ
に
贈
る
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
で
す
。
初
心
者
も

大
歓
迎
で
す
。
無
料
の
託
児
も
あ

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
心
と
体

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
期

日　
１
月
30
日
火
、
２
月

６
日
火
、
２
月
20
日
火

●
時

間　
13
時
30
～
15
時（
受

付
は
13
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
乳
幼
児（
お
お
む
ね

６
か
月
～
２
歳
）を
育
児
中
の

市
内
在
住
の
女
性

●
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
着
替
え
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
無
料
貸
出
有
り
）

●
申
込
方
法　
電
話

●
定

員　
各
15
人
・
先
着
順

●
申
込
締
切　
１
月
25
日
木

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
・
問
合
先　
人
権
男
女
共

同
参
画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

体
験
講
座

「
お
と
な
の
寺
子
屋
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
皆
さ
ん

が
指
導
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ

　

運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
期

日　
１
月
26
日
金
、
２
月

２
日
金

●
時

間　
14
時
～
14
時
45
分

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
持
ち
物　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱

●
講

師　
佐さ

の野
幸さ

ち
こ子
さ
ん

　

一
閑
張
り

　

カ
ゴ
に
和
紙
を
貼
り
、
乾
い
た

後
に
柿
渋
を
塗
っ
て
仕
上
げ
ま
す
。

２
回
通
し
て
の
講
座
で
す
。

●
期

日　
１
月
30
日
火
、
２
月

６
日
火

●
時

間　
10
時
～
正
午

●
材
料
費　
１
、０
０
０
円

●
講

師　
中な

か
し
ま島
敬の

り
こ子
さ
ん

　

ビ
ー
ズ
の
指
輪

　

ハ
ー
ト
の
指
輪
を
作
り
ま
す
。

ハ
ー
ト
の
色（
赤
ま
た
は
青
）を
選

ん
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
２
月
22
日
木

●
時

間　
13
時
30
分
～
15
時

●
材
料
費　
500
円

●
講

師　
高た

か
は
し橋
久く

み

こ

美
子
さ
ん

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
対

象　
20
歳
以
上
の
男
女

●
定

員　
10
人
・
先
着
順

※
ス
ト
レ
ッ
チ
の
み
20
人
で
す
。

●
申
込
方
法　
窓
口
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

※
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

講
座
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
曜
日
、
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
809
‐
０
０
１
８

通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

　
☎（
２
４
６
）２
１
８
４

　
℻（
２
４
４
）１
２
３
２

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

医
師
編
「
糖
尿
病
」

　
遠
賀
中
間
医
師
会
の
在
宅
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
開
催
で
、

医
師
や
訪
問
看
護
師
が
体
験
を
踏

ま
え
た
講
話
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ロ
コ
モ
予
防
推
進
員
や
健
康
づ
く

り
推
進
員
に
よ
る
体
操
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
教
室
は
中
間
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
対
象
で
、

１
ポ
イ
ン
ト
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
期

日　
２
月
９
日
金

●
時

間　
13
時
30
分
～
15
時

　
（
受
付
は
13
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
講

師　

○
瓜う

り
う生
康こ

う
へ
い平
さ
ん
…
市
立
病
院
院
長

○
花は

な
だ田
ゆ
か
さ
ん
…
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
看
護
師

●
持
ち
物　
筆
記
用
具

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、連
絡
先
、

講
座
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

○
市
立
病
院

　
☎（
２
４
５
）０
９
８
１

　
℻（
２
４
５
）２
８
１
６

○
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

　
℻（
２
４
６
）３
０
２
４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が
や
っ
て
く
る

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
機
運

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
フ
ラ
ッ
グ

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
朝
倉
市
で
開
催

さ
れ
、
中
間
市
に
も
フ
ラ
ッ
グ
が

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
フ

ラ
ッ
グ
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●
主

催　
東
京
都
、
東
京
２
０

　

２
０
組
織
委
員
会
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ

●
期

日　
１
月
23
日
火

●
時

間　
８
時
30
分
～
10
時
45
分

●
場

所　
中
間
市
役
所

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

第
６
回
遠
賀
川
流
域

リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　
遠
賀
川
の
水
環
境
を
改
善
す
る

た
め
、
流
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
紹

介
す
る
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

●
期

日　
１
月
21
日
日

●
時

間　
13
時
30
分
～

●
場

所　
夢
サ
イ
ト
か
ほ

　
（
嘉
麻
市
大
隈
町
１
２
２
８
‐
１
）

●
問
合
先　
遠
賀
川
河
川
事
務
所

　
☎
０
９
４
９（
２
２
）１
８
３
０

糸
島
の
自
然
と
ガ
イ
ド
ド
ッ
グ
に

触
れ
る
社
会
見
学

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
社
会
見
学
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
２
月
８
日
木

●
時

間　
９
時
～
15
時
30
分

●
行

先　
九
州
盲
導
犬
協
会

●
集
合
場
所　
中
央
公
民
館

※
唐
津
方
面
で
昼
食
を
取
り
ま
す
。

●
定

員　
20
人

※
子
ど
も
連
れ
で
も
可
能
で
す
。

※
定
員
を
超
え
た
時
は
抽
選
し
ま
す
。

●
参
加
料

○
大
人
…
２
、０
０
０
円

○
未
就
学
児
…
500
円

●
申
込
方
法　
必
要
事
項
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い

○
窓
口
…
住
所
、
氏
名
を
書
い
た

ハ
ガ
キ
持
っ
て
中
央
公
民
館
に

来
て
く
だ
さ
い

※
受
付
時
間
は
火
曜
日
を
除
く
８

時
30
分
～
17
時
15
分
で
す
。

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
返
信
用
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

○
メ
ー
ル
…
件
名
に
講
座
名
を
入

力
し
、
返
信
メ
ー
ル
を
受
信
で

き
る
環
境
に
し
て
く
だ
さ
い

●
必
要
事
項　
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

●
申
込
締
切　
１
月
22
日
月

●
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…

　

kouminkan@city.nakama.lg.jp

第
58
回
中
間
市
卓
球
大
会

●
期

日　
２
月
18
日
日

●
時

間　
９
時
～

●
種

目

〇
団
体
戦
…
自
治
会
単
位
３
人
３

単（
１
チ
ー
ム
４
人
ま
で
）

〇
個
人
戦（
男
女
別
）…
一
般
、
シ

ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）、
初
心
者

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
の
人

●
参
加
料

〇
団
体
戦
…
１
、５
０
０
円

〇
個
人
戦
…
無
料

●
申
込
締
切　
２
月
５
日
月
・
17
時

●
場
所
・
問
合
・
申
込
先　
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

キ
ッ
ズ
＆
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室

　

オ
イ
ル
を
使
っ
て
親
子
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
経
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
１
月
25
日
木

●
時

間　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
２
～
４
歳
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

●
定

員　
15
組
程
度

●
参
加
料　
無
料

●
持
ち
物　
お
茶
、
タ
オ
ル
、
汚

れ
た
時
の
着
替
え

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
１
月
23
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

離
乳
食
教
室

　

教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま

す
。
希
望
者
は
、
教
室
開
催
後
に

お
子
さ
ん
の
計
測
を
行
い
ま
す
。

●
期

日　
２
月
６
日
火

●
時

間　
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
内

容　
栄
養
士
に
よ
る
離
乳

食
の
講
話
と
試
食

※
講
話
は
、
生
後
５
か
月
～
１
歳

３
か
月
ご
ろ
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
１
月
30
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別

支
援
学
校

　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
１
月
30
日
火
～
２

月
６
日
火

●
入
学
検
査

○
幼
稚
部
…
２
月
16
日
金

○
高
等
部
…
３
月
５
日
月

●
対

象

○
幼
稚
部
…
平
成
26
年
４
月
２
日

～
平
成
27
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
幼
児

○
高
等
部
…
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師

の
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
人

で
、
高
校
卒
業
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
卒
業
見
込
者

●
受
検
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
を

満
た
し
て
る
人

○
両
眼
の
矯
正
視
力
が
概
ね
0.3
未

満
で
あ
る
こ
と

○
視
野
狭
窄
な
ど
視
力
以
外
の
高

度
な
視
機
能
障
が
い
が
あ
る
こ
と

※
医
師
の
診
断
書（
指
定
様
式
）が

必
要
で
す
。

●
問
合
先　
県
立
北
九
州
視
覚
特

別
支
援
学
校（
八
幡
東
区
高
見

五
丁
目
１
‐
12
）

　
☎（
６
５
１
）５
４
１
９

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://kita-vss.fku.ed.jp/Default2.aspx

第
37
回
ふ
る
さ
と
遠
賀
川

親
子
た
こ
あ
げ
大
会

　
創
作
た
こ
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
し

ま
す
。
市
販
の
た
こ
で
も
参
加
可
能

で
す
。
悪
天
候
の
場
合
は
働
く
婦
人

の
家
で
審
査
会
の
み
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
１
月
28
日
日

●
時

間　
10
時
～
15
時
ご
ろ

　
（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
場

所　
市
役
所
前
河
川
敷

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

お
知
ら
せ

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
に
関
す
る
健
診
の
証
明

　
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
受
診

証
明
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
郵

送
に
よ
る
請
求
が
必
要
で
す
。
証
明

依
頼
書
は
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
受
診
証
明
の
請
求
が
必
要
な
人

平
成
29
年
１
月
～
12
月
に
福
岡

県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受

診
し
た
人
で
、
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
人

○
平
成
29
年
中
の
所
得
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
予
定
し
て
い
る（
課

税
所
得
が
な
い
場
合
は
不
要
）

○
平
成
29
年
中
に
１
万
２
千
円
以

上
の
対
象
医
薬
品
を
購
入
し
た

領
収
書
を
持
っ
て
い
る

○
従
来
の
医
療
費
控
除
の
適
用
を

受
け
る
予
定
が
な
い（
両
方
の
適

用
は
不
可
）

○
ほ
か
の
証
明
書
類（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
や
が
ん
検
診
領

収
書
な
ど
）を
所
持
し
て
い
な
い

●
受
診
証
明
書
の
請
求
・
問
合
先

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
〒
812
‐
０
０
４
４　

福
岡
市

博
多
区
千
代
四
丁
目
１
‐
27
）

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.fukuoka-kouki.jp

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
の
受
診
期
限
は
３
月
31
日

で
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、
早
め
に
実
施
医
療
機
関
に
予

約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
実

施
医
療
機
関
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
診
期
限　
３
月
31
日
土

●
持
ち
物　
保
険
証
、
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
郵
送
し

た
受
診
票

※
受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
。

●
負
担
金　
500
円

●
対

象　
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者

※
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
は

対
象
外
で
す
。

●
問
合
先　
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
分
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
た
大

形
変
圧
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
の

処
分
期
間
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
早

急
に
処
理
を
完
了
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
安
定
器
や
汚
染
物
な
ど

も
併
せ
て
早
期
適
正
処
理
を
進
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
処
理
期
限

○
大
型
変
圧
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
な

ど
…
３
月
31
日

○
安
定
器
な
ど
・
汚
染
物
…
平
成

33
年
３
月
31
日

●
問
合
先　
県
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
６
３
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市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

11 月 累計
建 物 ０件 ５件
林 野 ０件 ０件
車 両 ０件 ０件
その他 ０件 １件
件 数 ０件 ６件

■火災発生件数■

■人の動き■
平成 29 年 11 月末現在（前月比）
○人 口…42,485 人（－ 42）
○ 男 …19,753 人（－ 22）
○ 女 …22,732 人（－ 20）
○世帯数…20,561 世帯（ー 19）

10 月 累計
件 数 31 件 251 件
死 者   0 人   0 人
負傷者 40 人 348 人

■交通事故発生件数■
平成 29 年 10 月末現在

日 曜 ２　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 木 ○なかま健康応援フェア（2日まで）　市役所　（10:00 ～ 15:00）
2 金

3 土
○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（11:00 ～）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

4 日 ○ナカマラボ（恵方巻き）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○サンシャイン・サンデー（ガーデニング）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）

5 月
6 火
7 水 ○確定申告受付（2/9まで）　地域交流センター　（8:30 ～ 16:00）

8 木 ○糸島の自然とガイドドックに触れる社会見学　中央公民館集合　（9:00 ～ 15:30）
○「子育て女性再就職支援」出張面接相談 (2/6までに要予約 )　人権センター　（10:00 ～ 12:00）

9 金 ○健康づくりサポート教室医師編（糖尿病）　保健センター　（受付13:00 ～ 13:30）
10 土
11 日
12 月

13 火 ○確定申告受付（2/16まで）　ハピネスなかま　（8:30 ～ 16:00）
○平成30年3月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）

14 水 ○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

15 木 ○初心者タブレット講座　中央公民館　（13:00 ～ 16:00）

16 金
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）
○映画「まなぶ」上映会　中央公民館　（19:00 ～ 21:00）

17 土 ○脳トレエクササイズ　中央公民館　（10:00 ～ 11:30）
○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00 ～ 12:00）

18 日

○しんしんの科学実験教室　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）
○工作教室「UVレジンでアクセサリーを作ろう」　市民図書館　（14:00 ～ 16:00）
○なかまハーモニー寄席「三遊亭好楽・春風亭昇太二人会」　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

19 月 ○確定申告受付（3/15まで。水・土・日曜日を除く）　市役所特別会議室　（8:30 ～ 16:00）
20 火
21 水 ○自治会長会　中央公民館　（13:30 ～）

22 木 ○親子エアロビクス　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

23 金

24 土 ○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00）
○郷土史講座「堀川の歴史」　市民図書館　（14:00 ～ 15:00）

25 日
26 月
27 火 ○市税などの夜間納付窓口の開設（28日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）
28 水
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

タ
テ
の
カ
ギ

① 

信
書
や
金
銭
、
貨
物
な
ど
を
輸
送
す
る
方
法
。
佐
川
急
便
で
は
、
○
○
○
○
宅
配
○
○
。

②
商
品
の
○
○
○
○
日
に
間
に
合
わ
さ
な
け
れ
ば
。
締
切
ま
で
頑
張
っ
て
！

③
野
生
の
花
の
こ
と
。
そ
の
ま
ま
す
ぎ
て
ヒ
ン
ト
が
難
し
い
。

④ 

部
屋
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
○
○
を
敷
こ
う
。
お
し
ゃ
れ
は
床
か
ら
？

⑥ 

膨
大
な
仕
事
の
山
を
前
に
○
○
○
に
暮
れ
る
。

⑦
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
る
こ
と
や
解
雇
す
る
こ
と
。

⑨ 

ア
ン
デ
ス
山
中
で
ペ
ル
ー
南
部
と
ボ
リ
ビ
ア
西
部
に
ま
た
が
る
淡
水
湖
。
汽
船
な
ど
が
航

行
で
き
る
湖
と
し
て
世
界
最
高
所
と
言
わ
れ
る
。な
ん
だ
か
言
い
た
く
な
る
○
○
○
○
湖
。

⑪ 

腰
か
ら
足
先
に
か
け
て
素
肌
を
ぴ
っ
た
り
と
包
み
込
む
伸
縮
性
の
あ
る
脚
衣
の
こ
と
。

⑬
鮭
と
野
菜
を
ア
ル
ミ
に
包
ん
で
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
料
理
。「
あ
ー
、
い
い
に
お
い
」 。

⑮ 

北
九
州
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
。
来
年
こ
そ
は
Ｊ
２
復
帰
だ
。

⑱ 

中
間
市
内
に
も
お
い
し
い
焼
き
○
○
屋
さ
ん
が
た
く
さ
ん
。

⑳ 「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
」に「
焼
酎
」「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
」と
言
え
ば
。

㉒ 

尊
敬
す
る
友
達
の
こ
と
。 

正
岡
子
規
は
夏
目
漱
石
の
こ
と
を
○
○
○
と
呼
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。

㉓ 

偽
造
さ
れ
た
紙
幣
の
こ
と
。

㉔
年
末
年
始
は
ゆ
っ
く
り
と
英
気
を
養
い
、
気
持
ち
新
た
に
○
○
○
○
へ
。

㉕ 

指
先
に
あ
る
隆
線
と
そ
の
間
に
形
成
さ
れ
た
谷
の
紋
様
。
ス
マ
ホ
も
○
○
○
認
証
に
。

㉖�

北
海
道
・
月
形
町
に
あ
る
樺か

ば
と戸
集
治
監
に
収
監
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
日
本
の
脱
獄
王
、

西
川
寅
吉
。
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
○
○
○
釘
寅
吉
と
呼
ば
れ
本
に
も
な
っ
て
い
る
。

㉙
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
○
○
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
昨
年
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
た
バ
ブ
リ
ー
な
芸
風
で
大
人
気
の
女
性
芸
人
。

⑤
ド
ラ
マ
に
Ｃ
Ｍ
に
舞
台
に
と
活
躍
の
場
を
広
げ
る
中
間
市
の
Ｐ
Ｒ
大
使
・
大
野
○
○
さ
ん
。

⑦
島
根
県
北
東
部
、
日
本
海
に
浮
か
ぶ
○
○
諸
島
。

⑧
ふ
た
な
ど
が
合
わ
な
ず
、少
し
あ
い
て
い
る
こ
と
。ま
た
は
、歯
の
な
い
老
婆
の
口
の
こ
と
。

⑩
希
望
が
丘
高
校
在
籍
で
、
卓
球
界
を
沸
か
す
選
手
。
み
ま
ひ
な
コ
ン
ビ
と
し
て
も
有
名
。

⑫
都
会
に
は
な
い
○
○
○
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
○
○
○
創
生
。

⑭
鉄
製
の
印
を
焼
い
て
物
に
押
し
あ
て
る
こ
と
。
○
○
○
○
を
押
す
な
ん
て
言
葉
も
。

⑮
中
間
市
で
は
17
人
の
議
員
と
市
長
・
副
市
長
、
行
政
職
員
が
こ
の
場
で
審
議
を
行
う
。

⑯
物
の
形
や
状
態
が
ゆ
が
ん
で
い
る
こ
と
。
○
○
○
な
人
間
関
係
。

⑰
献
立
表
か
ら
好
み
に
応
じ
て
一
品
ず
つ
注
文
す
る
料
理
の
こ
と
。
語
源
は
フ
ラ
ン
ス
語
。

⑲
漢
字
で
は
『
鷭
』
と
書
く
ツ
ル
目
ク
イ
ナ
科
に
分
類
さ
れ
る
鳥
。

㉑
ス
ル
メ
イ
カ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
、
コ
ウ
イ
カ
と
く
れ
ば
、
○
○
イ
カ
。

㉒�

古
代
ギ
リ
シ
ア
建
築
に
お
け
る
建
築
様
式
の
ひ
と
つ
。
ド
ー
リ
ア
式
、
コ
リ
ン
ト
式
と

並
ぶ
建
築
様
式
。

㉕
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
統
治
さ
れ
て
い
た
○
○
○
○
○
○
の
日
本
。

㉗
裸
と
裸
で
ぶ
つ
か
り
合
う
日
本
の
国
技
。
中
間
市
で
は
武
蔵
川
親
方
が
身
近
な
存
在
。

㉘�

昨
年
、
中
間
市
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

歩
く
こ
と
。

㉚�

恩
を
受
け
た
人
に
対
し
て
、
感
謝
す
る
ど
こ
ろ
か
害
を
加
え
る
よ
う
な
仕
打
ち
を
す
る

こ
と
。
恩
を
○
○
で
返
す
。

㉛
お
弁
当
に
入
っ
て
い
る
、
お
か
ず
と
お
か
ず
を
仕
切
る
緑
色
の
も
の
。
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　今年もクロスワードパズルを出題します。遊び方は簡
単。下の質問に答えて、パズルの白いマスを埋めてい
きます。それぞれの白いマスには文字が１字ずつ入りま
す。小さい文字は１文字と数えます。
　二重マスに入る言葉を並べ替えると四字熟語が現れ
ます。その四字熟語を漢字に直して応募してください。
正解者の中から抽選で素敵な賞品をプレゼントします。
当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただ
きます。

●�応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号、答え（必ず
漢字で）、広報なかまの好きなコーナー（複数可）、ご
意見ご感想を記入してはがきで応募してください
●締　　切　１月 26 日金・消印有効
●賞　　品　 なかまブランドセット…５名様
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係【〒 809‐8501

中間市中間一丁目１‐１　☎（２４６）６２７１】

応募方法

新　春　恒　例

クロスワードパズル
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■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

平
成
30
年
1
月
号
N
o.1026

有
料
広
告
欄

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

31円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

■�点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　企画政策課広報広聴係
　☎（２４６）６２７１

▶この号が発行される1月10日は実は私の
誕生日です。最近１年の速さが増している
気がするのは気のせいか？あと、最近機械
の新しい機能が覚えられない。いや、取扱
説明書の分厚さにうんざりし、そもそも覚
えようとしていない。初老を感じる今日こ
の頃です。初老と言えば今年は中間市が
還暦を迎えます。みんなでまちを盛り上げ
てみんなで祝い合いましょう！（講）
▶あけましておめでとうございます。新年
恒例のクロスワードパズルには、挑戦し
てもらえましたか。クロスワード作りに初
挑戦しましたが、これがかなり難しい。中
間市であったイベントや市を象徴するこ
と、特産品など、使いたいワードがあって
もなかなか入れられず…。なかまブラン
ドセットを目指して、どしどしご応募くだ
さい。（翔）

わが家の「アイドル・ヒーロ
ー」を掲載しませんか。対象
は未就学児までです。必要
事項に写真を添えて、メー
ルで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりが

な、生年月日、住所、連絡先、
メッセージ（40 ～ 60 字）
●�応募・問合先　広報広聴係
　☎（246）6271
○メールアドレス…
　koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

NAKAMA’

 Lette
r

na
ka

pp

a  l
oves  nakama-city♬

    nakappa loves friends♬    nakappa loves c
uc

um
be

r♬

s

NAKAMA’ s Letter

改めまして皆さんあけましておめでとうございます。
どんなお正月を過ごしましたか。
私は、11月に生まれた孫たちを囲み、久しぶりにのんびり家で
過ごしました。そんな時でもふとテレビを見ながら思うのは中間
市のこと。バラエティ番組やスポーツ番組、旅番組などを見なが
ら、中間市ならどんなことができるだろうと思いを膨らませます。
どんなテレビにも負けない、楽しい中間市を今年も目指して、こ
うご期待！

市長っていったい何をしてるんだろう。
NAKAMA のために日々奮闘を続ける、
市長の足あととその想いを写真で巡ります。

編集後記

今年は何をやろうか

今年３歳になり11月は七五三に
行きました。
元気いっぱいの我が家のアイド
ルです。

H26.7.30 生　（七重町）
皆
みながわ

川 夏
な つ き

希ちゃん

お茶目な櫻子さん。あなたは我
が家の宝物です。その笑顔に父
も母もメロメロですよー！！これか
らも元気に育ってね！

H29.1.17 生　（中央二丁目）
上
う え の

野 櫻
さくらこ

子ちゃん


